
●・・ 0。・●・。●・・ 0。・ 0・・ 0・・ 0・・ 0。 。●・ 。●・・●・・ 0。・ 0。・ 0・ 。●。。●・・ 0・・ 0。。●・・ ●
‐。●・・ 0・・ 0

・
Ｏ

ｏ
・
０

・
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
・
０

・
・
０

・
・
０

・
ｏ
●

・
・
０

・
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
・
０

・
・
Ｏ

ｏ
・
０

・
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

ｏ
ｏ
●

・
・
０

・
・
●

・
・
●

・
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
・
Ｏ

ｏ
・
●

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
・
０

・
・
０

・
ｏ
●

ｏ
・
０

・
・
０

・
・
Ｏ

ｏ
ｏ
●

・
ｏ
●

編

集

後

材料 (2人分)

ごはん

|′ 1す干 し

ホー レン車

むきエ ビ

卵

削 り節

醤油

ゴマ・スキム ミルク

塩

①
ホ
ウ
レ
ン
草
は
サ
ツ
と
ゆ
が
き
、

み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

カルシウムもたくさん含まれ、おやつとして良

い工夫だと思います。冷蔵庫に残った野菜等を加

えると、バランスのとれた料理になると思います。

..a..a..a..a..a..a..a..a..a..a..a..a..4..4..a..a..4..4..4..4..4..4.

新
年
あ
け
讀
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

△フ
年
も
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

い
ろ
ん
な
話
題
を
追
い
ガ
け
て
取

材
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
△フ
月
の
表
紙
の
上
佐
犬
。
犬
は

さ
ら
い
な
ほ
う
じ
や
あ
り
ま
せ
ん

が
、
小
学
校
二
年
生
の
時
、
大
き

な
犬
に
肩
を
噛
誅
れ
た
こ
と
ど
あ

り
、
内
心
ド
キ
ド
キ
し
な
ど
ら
シ

ヤ
ツ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
い
＼
や

っ
と
写
し
た
作
品
。

〔ごはん入りあ好み焼き〕

②
材
料
全
部
を
ボ
ー
ル
に
入
れ
、

ま
ぜ
合
わ
せ
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼

く

。

講  評

※
む
き

エ
ビ
は
、
塩
を
少
々
入
れ

た
中
に
湯
と
お
し
す
る
。
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高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

、ェ2/

リ

員広 報

人□の動き
(12月 4日現在)

世帯数 2,528(-3)
男  3,915(± O)
女  4,275( 4)
総 数 8,190( 4)

▲成年

おめでた

桂治 松本  正 64
スイ子 岩下 徳雄 67

ございました (敬称略)

協議会ヘ

岩下誠一

阿蘇郡センター高森地域

(遺族) (死亡者)(年齢)

娠置R の 灯

/白石 信一 河 原 ・味鳥
松`岡ゆかり 阿  蘇  町

イrふ  
′
iTちゃん 寿 昭

(上色見)10・ 25生 福1 美
翼行貴豊菱ちゃん 憲 司
(車 部口1・ 2生  千 鶴

(敬称略)

八

松本

(1993.11月

支部 (掴 阿蘇地区労)

さんの二女

さんの長女

さんの二女

さんの長男

さんの二男

一
美

孝

美

徹

子

昭

和

清

恵

　

孝

伯

室

倉

下

　

村

佐

山

高

山

菅

松

赤 ち や ん
たんじよう

お<やみ
もうしあげま

廣

子

利

代

美

高

恵

勝

恭

11 ・ 4

智保ちゃん 平一郎
11・ 5′I: 千代 ■

康広ちゃん

森)11・ 14生

颯大ちゃん

11・ 15生

今月の表紙
今
月
の
千
支
は
戌
。
犬
は
も

と
も
と
、
野
生
の
オ
オ
カ
ミ
や

ジ
ャ
ツ
カ
ル
を
飼
い
な
ら
し
た

の
が
、
人
間
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を

組
む
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
大
は
、
い
ろ
ん
な
特
性
を

持
ち
、
リ
ー
ダ
ー
に
従
う
な
ど

の
習
性
を
持

っ
て
い
る
た
め
、

良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

っ
て
こ

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

(16)
(1)

ーh‐ ヽ

1′
五協イ

25g

10g

30g

25g

25g

作
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方
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藝 熙 畷 ぽ

(敬称略)
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一

一
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一

築
き
ま
す

豊
か
な
郷
上
を

■

●

―

■
■
●
　

●
●

●
●

●
●
●
●
一　
　
一
一
一

高
森
町
長

今
村
　
博
信

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
長
雨
に
よ
る
冷
夏
に
台
風
被
害
が
重
な
り
、
減

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
早
期
回
復
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
．

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
特
産
品
加
工
場
の
落
成

。
キ
ャ
ン

プ
場

。
博
物
館

・
温
泉
館
建
設
の
着
手
な
ど
、
町
づ
＜
り
の
確
か
な

一
歩
を
進
め
た
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

近
年
の
多
様
化
す
る
生
活
環
境
の
変
動
と
合
せ
て
自
然
環
境
保
護
が
叫
ば
れ
る
中
、
全
国
に

散
在
す
る
源
流
地
所
有
市
町
村
が

一
堂
に
会
し
、
全
国
分
水
嶺

（界
）
サ
ミ
ツ
ト
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
衷
心
か
ら
厚
＜
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
か
な
郷
土
を
つ
＜
る
た
め
、
町
政
の
要
で
あ
り
ま
す
基
本
構
想
を
基
に
各
部
門
ご
と
の
施

策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
指
針
と
し
て
基
本
計
画
を
見
直
し
、
安
全
で
住
み
良

＜
健
康
で
華
せ
な
文
化
の
薫
り
高
い
地
域
づ
＜
り
と
合
せ
て
、
創
造
性
豊
か
な
人
づ
＜
り
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
々
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
良
い
年
で

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

お
正
月
は
、
重
箱
や
お
屠
蘇
に

使
う
漆
器
類
が
、
料
理
と
と
も
に

食
卓
に
彩
り
を
添
え
ま
す
。
こ
う

し
た
漆
器
類
の
取
り
扱
い
で
肝
心

な
の
は
、
ま
ず
漆
を
塗

っ
た
表
面

を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
表
面
を
傷

つ
け
る
と
、
そ

こ
か
ら
、
塗
り
が
は
が
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

長
時
間
水
の
中
に
つ
け
て
お
い

た
り
、
熱
湯
で
洗

っ
た
り
す
る
こ

と
も
避
け
て
く
だ
さ

い
。
塗
り
が

は
げ
、
木
地
が
変
形
す
る
原
因
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
食
器

と

一
緒
に
洗
い
お
け
な
ど
に
入
れ

て
洗
う
と
、
茶
わ
ん
の
角
や
糸
底

な
ど
に
当
た

っ
て
、
漆
器
を
傷

つ

け
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
漆
器
類

だ
け
を
ま
と
め
て
洗
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
洗
う
と
き
は
、
ぬ

る
ま
湯
で
、
ガ
ー
ゼ
の
よ
う
な
柔

ら
か
い
布
を
使

っ
て
、
丁
寧
に
洗

で
、
汚
れ
を
こ
す
り
取
り
ま
す
。

漆
器
に
油
が

つ
い
て
い
た
ら
、
洗

う
前
に
テ
イ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
で
ふ

き
と

つ
て
か
ら
、
ぬ
る
ま
湯
で
洗

う
の
が

コ
ツ
で
す
。

洗

っ
た
漆
器
類
は
、
ガ
ー
ゼ
な

ど
で
ふ
い
て
水
気
を
よ
く
取
り
、

る
と
よ
い
で
し
よ
う
。

漆
器
に
は
、
特
有
の
に
お
い
が

あ
り
ま
す
。
使

っ
て
い
る
う
ち
に

自
然
と
抜
け
ま
す
が
、
気
に
な
る

よ
う
で
し
た
ら
、
米
ぬ
か
の
中
に

し
ば
ら
く
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ぬ

か
が
に
お
い
を
吸
収
し
て
く
れ
ま

す
し
、
ぬ
か
の
油
分
で
漆
器
に
つ

や
も
出
ま
す
。
昔
か
ら
、
「漆
器
を

米
び

つ
に
入
れ
て
お
く
と
、
に
お

い
が
と
れ
る
」
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
米
ぬ
か
の
効
用

だ

っ
た
の
で
す
。

菌
が
住
み
つ
き
、
こ
の
細
菌
が
歯

グ
キ
を
刺
激
し
、
炎
症
を
起
こ
し

て
歯
そ
う
の
う
ろ
う
を
発
生
さ
せ

る
の
で
す
。
こ
れ
を
予
防
す
る
に

は
、　
一
に
も
二
に
も
歯
グ
キ
を
清

潔
に
保

つ
こ
と
で
す
。

歯
ブ
ラ
シ
で
歯
グ
キ
を

マ
ッ
サ

ー
ジ
す
れ
ば
、
血
行
も
よ
く
な
り

ま
す
。
食
事
の
面
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

が
不
足
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

合
わ
せ
て
歯
科
医
の
定
期
検
診
を

年
に

一
、
二
回
受
け
る
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。
阿
蘇
郡
歯
科
医
師
会

ロ

１
月
９
日
　
立
　
野
　
病
　
院

密
⑧
０
１
１
１

１
月
１５
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

圏
②
０
３
７
８

１
月
１６
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

蓉
Ｃ
３
３
５
１

１
月
２３
日
　
渡

辺

内

科

医
院

圏
⑦
ｌ
７
７
７

１
月
３０
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

圏
⑦
０
０
１
９

２
月
６
日
　
立
　
野
　
病
　
院

圏
③
０
１
１
１

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

上
色
見

。
前
　
原

米
ぬ
か
で
に
お
い
消
し

い
ま
す
。
ま
た
、
洗
い
お
け
に
洗

剤
を
薄
め
に
溶
か
し
て
洗
い
、
よ

く
す
す
ぎ
ま
す
。

重
箱
の
隅
の
汚
れ
は
、
取
り
に

く
い
も
の
で
す
。
割
り
箸
の
先
を

細
か
く
削
り
、
綿
を
巻
き

つ
け
て

重
箱
の
隅
を
ほ
じ
く
る
　
要
領

風
通
し
の
よ
い
所
で
乾
か
し
て
く

だ
さ
い
。
し
ま
う
と
き
は
、
柔
ら

か
い
和
紙
か
テ
イ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー

に
丁
寧
に
包
ん
で
、
箱
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。
こ
の
と
き
、
漆
器
に
手

の
脂
や
指
紋
を

つ
け
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。
木
綿
の
手
袋
を
は
め

渡

遇

美

也

さ

ん
側

●   ●

●

☆ 成人を迎えた感想は
自分の行動に責任を持たなければと思

います。今までは、仕事や周りの人に甘

えがあったので、これからは甘えを無く

し、先のことを真剣に考えて行こうと思

っています。

☆ 今年の目標は
東北あたりに温泉旅行に行ってみたい。

☆ どんな町 |こなつてほしいですか
この ままの 自然 を残 し、少 しで も多 く

の人 が地元に残 るよ うな町になってほ し

い。

だ
“
，
“

診療は午前 9
時から午後 5
時まで

(15)

漆
器
の
取
り
扱
い

Jaz ,( -)v
阿蘇高森ゴルフ倶楽部

音楽鑑賞

のんび り屋のA型

■勤務先

■趣 味
■血液型
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お 知 ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１
月
２６
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

。
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
な

ん
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
２
月
５
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

母
子
相
談
員
に
よ
る
母
子
家
庭

巡
回
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
１
月
２５
日

（火
）
午

後
９
時
３０
分
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
町
民
相
談
室

益
城
郡
城
南
町
大
字
沈
目
１
６
６

７
　
雷
０
９
６
４

・
２
８

・
６
６

１
１
）
ま
た
は
、
県
土
木
部
監
理

課

（
８

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１
１
内
線
６
０
１
４
）

県
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、
あ

な
た
の
つ
け
て
い
る
家
計
簿
や
生

活
設
計
に
つ
い
て
の
体
験
談
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
内
　
容
／
家
計
簿
を

つ
け
た
体

験
、
あ
る
い
は
生
活
設
計
を
た
て

た
経
験
。
い
ず
れ
か
の
体
験
談
で

あ
れ
ば
内
容
、
タ
イ
ト
ル
と
も
自

由
で
す
。

■
募
集
期
間
／
平
成
５
年
１２
月
１

日
か
ら
６
年
２
月
末
日
ま
で

■
原
　
稿

①
　
本
文
は
、
４００
字
詰
原
稿
用
紙

５
枚
以
内
に
ま
と
め
、
縦
書
き
、

右
上
綴
じ
と
し
て
く
だ
さ
い
。

②
　
家
計
簿
体
験
談
に
は
支
出
内

訳
表
、
生
活
設
計
体
験
談
に
は
生

活
設
計
表
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
　
原
稿
に
は
、
氏
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
、

年
齢
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
送
り
先
／
封
筒
の
表
面
に

「家

計
簿

。
生
活
設
計
体
験
談
」
と
明

記
の
上
　
一Ｔ
８
６
２
熊
本
市
水
前

寺
６
１
１８
１
１
　
県
福
祉
生
活
部

県
民
生
活
総
室
女
性
行
政
室
内

熊
本
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
ま
で
。

詳
し
い
内
容
は
、
県
貯
蓄
推
進

委
員
会

（
容
０
９
６

・
３
８
３

・

１
１
１
１
内
線
３
８
０
２
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯

そ
う

の
う

ろ

う

ム
シ
歯
に
は
注
意
し
て
も
、
歯

そ
う
の
う
ろ
う
に
は
意
外
に
無
関

心
な
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の

歯
そ
う
の
う
ろ
う
は
、
歯
グ
キ
疾

患
が
原
因
で
歯
が
抜
け
て
し
ま
う

お
そ
ろ
し
い
病
気
な
の
で
す
。

か

つ
て
は
、
三
十
歳
を
過
ぎ
た
、

い
わ
ゆ
る
中
年
以
上
の
人
が
多
く

か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
小
学
生
に
も
そ

の
症
状
が
発
見
さ
れ
る
ほ
ど
、
年

齢
層
が
広
が
り
患
者
さ
ん
も
増
え

て
い
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
産
業
開
発
青
年

隊
訓
練
所
の
平
成
６
年
度
隊
員
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格
／
県
内
に
居
住
す
る

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の
独

身
男
子
。
高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
者
。

■
募
集
人
員
／
１０
人
程
度

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日
か
ら
２

月
１８
日
ま
で

■
試
験
日
／
２
月
２４
日

（木
）

■
試
験
場
所
／
熊
本
県
産
業
開
発

青
年
隊
訓
練
所

■
試
験
科
目
／
学
科
試
験

（数
学

・
国
語

。
作
文
）
、
面
接
試
験

■
申
込
み
先
及
び
問
合
せ
先

県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所
（下

●

●

し

わ
い
1

(14)

`イ
イ

こ
の
原
因
は
色
々
と
あ
り
ま
す

が
、
ム
シ
歯
と
同
じ
よ
う
に
、
日

の
中
を
不
潔
に
し
て
お
く
こ
と
が

第

一
の
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
歯

の
周
り
に
残

っ
た
食
ベ
カ
ス
な
ど

の
汚
れ
は
、
ダ
液
と
ま
じ

つ
て
、

歯
垢

（し
こ
う
）
と
い
う
薄
い
膜

に
な

っ
て
こ
び
り

つ
き
ま
す
。

こ
の
歯
垢
の
中
に
、
色
々
な
細

法
　
律

（無
料
）

母

子

家

庭

一緒に参加 しませんか

フォークダンス0サークル

参加者募集 !

高森高校の体育館で、フォーク

ダンス・サークルの練習が行われ

ています。

時にはボケ防止の手足の運動を

したり、小学生のやるようなゲー

ムに笑い転げたりと、熟女パワー

爆発とでも活
~う
ような大賑いです。

笑って踊って、体を動かして、

汗を流して、健康維持にはとても

役立ちます。会員は30名 ほどで、

楽しんでいます。あなたもサーク

ルに参加 しませんか。

練習は、毎週木曜日の午後 8時

から9時までの 1時間です。

そこで、フォークダンス・サー

クルでは、会員を募集します。や

ってみたいと思われる方、どなた

でも結構です。ぜひ参加 してみて

ください。

中し込み及び問い合わせは、高

森・上在の上村照子 (8② 079
6)ま で

産
業
開
発
青
年
隊

体
　
験
　
談

1/25日 (火 )2/7日 (月 )時間9時～15時

年
　
　
金

募 集

募1集|

活
力
と
魅
力
あ
る
町
づ
く
，

‐
―
■
●

　

　

　

　

一■
■
●
●
●

高
森
町
議
会

‐議長
　
本

田
　
一暴
達

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
換
拶
を
申
し，‐‐‐
Ｅ
げ
ま
す
■
一一
一一

―
　

　

　

　

　

　

・●
●
●
●
●

●
一●
■
●
一■
一一●
●一●

●

―

―
―

■

■

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
異
常
気
象
や
台
風
等
の
ま
書
に
よ
り
農
■
り
を
始
め
多
大
な
被
害

が
重
な
り
、
更
に
は
国
内
外
の
景
気
低
迷
と
非
常
に
厳
レ
い
年
で
あ
り
ま
し
た
ず
被
害
を
受
け
一一

ら
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
一一　
一
一
一
一一一一一●
●
一　
　
一

一
●
●
一●
一一●
●
●
●

●
●
●
・●
，■
●
一
　

　

　

　

●

他
方
国
政
に
お
い
て
は
、連
立
政
権
発
足
の
も
と
で
コ
メ
の
部
分
開
放
雖
た
れ‐‐‐‐
，
陽
が
改
革
、

所
得
税
減
税
な
ど
重
要
課
題
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま
す
中
に
あ
つ
て
い
本
町
に
お
い
で
は
ｒ
●

永
年
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
温
泉
掘
削
に
成
功
し
構
造
物
の
建
築
も
急
マ
増
Ｉ
の
運
‐‐‐‐‐‐
びｌ
ｔ
ａ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
企
業
誘
致
し
た
三
企
業
と
も
順
調
な
操
業
が
行
わ
れ
で
ぁ
り
、
こ
れ
等
も
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
¨
　
・―
―

●
■

●

一

二
十

一
世
紀
の
住
民
福
祉
に
向
け
、
住
民
の
総
意
工
夫
を
基
調
に
議
会
も
一
一致
し
，
執
行
部

―

―

―

　
　

―

一
●

●
〓
　

　

　

一　

―
一●
一●
一一●
●
●
―
　

　

●

―

と
力
を
出
し
合
い
自
然
環
境
の
地
の
利
●
生
か
ｔ
ｔ
活
力
と
魅
ガ
あ
る
町
つ
く
り
に
‐傾
撻

‐‐‐‐‐
す
る
・

所
存
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
．　

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
一　
一
●
●
一
一●
一

一　
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●
，
，
，
一，
■

●
一
●
―
，
，
●
・，
，
●
●

一

皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
〓
換
拶

‐と
い
た
し
ま
す
■
一お一
一
■
一

一

ぽ

役1場|の1支1払1日
高森峠から見た雪景色`
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議会 だ よ り

平
成
五
年
第
四
回
町
議
会
定
例
会
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十

一

日
誅
で
、
七
日
間
の
日
程
で
開
か
ね
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
五
年
度

一
般
会
計
に
二
億
九
千
三
百

万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
、
条
例
の
制
定
な
ど
十
四
議
案

（議
員
提
出
議
案
二
を
含
む
）

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

組

ごとう

年長 一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

十
四
議
案
を
審
議
可
決

14議案が審議された町議会定例会

●

●   ●

題「動 物 園」

年長組

しゆとう ゆうし くん

瀬丼類子先生がら…親子一日園外保育で熊
本動物園に行きました。首と足の長いキリ
ンと、鼻の長い象がゆうしくんの印象 |こ残
つた様です。美味しそうに草を食べている
所が可愛いですね。

題「動 物 園」

みさと さん

瀬丼類子先生がら…楽しがつた動物園の様

子ど、沢出の動物を描いてくれた事 |こよつ
て伝わつて来ます。それぞれの動物の特徴
が上手に描けました。キリンさんの優しい

顔が、とつても好きです。

災
害
復
旧
費
を
中
心
に

二
億
九
千
三
百
万
円
を
追
加

平
成
五
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
二
億
九
千
三
百
十
九
万
三
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
二
億

一
千

七
百
九
十
七
万
三
千
円
と
し
ま
し

た
。補
正
の
主
な
内
容
は
、
長
雨
に

よ
る
公
共
土
木

・
農
地

・
林
道
の

災
害
復
旧
工
事
に
二
億
九
百
万
円

な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
岩
下
氏
と

馬
原
氏
を
再
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の
岩
下
敬
公
氏

（６６
）
と
馬
原
清
二
氏

（４８
）
は
、

平
成
六
年
二
月
二
十
八
日
を
も

つ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
議
会

の
同
意
に
よ
り
、
岩
下
氏
、
馬
原

氏
が
人
権
擁
護
委
員
の
再
推
薦
を

受
け
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（
一
般
会
計
補

正
予
算
）

■
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

（簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

（岩
下
敬
公
氏
）

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

（馬
原
清
二
氏
）

■
高
森
町
中
山
間
ふ
る
さ
と

・
水

と
土
保
全
基
金
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

■
高
森
町

一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
に

つ
い
て

■
平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
五
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
農
業
用
水
供
給
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
五
年
度
鉄
道
経
営
対
策
事

業
基
金
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
■
活
力
あ
る
農
業
と
住
み
よ
い
農

村
社
会
の
建
設
を
め
ざ
す
農
業
農

村
整
備
事
業
農
村
の
推
進
に
関
す
　
“

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

■
道
路
予
算
拡
大
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

松
野
　
笑
声

熊
川
　
豊
泉

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

阿
南
は
じ
め

甲
斐
　
康
利

草
村
あ

つ
代

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
づ
子

長
友
た

つ
子
　
Ｄ

野
尻
　
美
里

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

丁
度
え
え
　
娘
に
も
形
見
の
似
合
う
年

美
人
揃
い
　
誰
も
退
院
せ
ん
て
言
う

ご
ゆ
つ
く
り
　
ど
う
も
お
か
し
い
里
帰
り

取
り
敢
え
ず
　
昼
だ
け
な
ら
ば
許
す
親

根
比
べ
　
弟
子
入
リ
イ
寝
袋
の
い
る

取
り
敢
え
ず
　
農
家
に
も
夢
持
た
せ
な
ん

根
比
べ
　
冤
罪
に
し
て
見
し
ゆ
う
ば
な

叱
ら
れ
て
　
一
段
つ
の
る
恋
心

猫
か
ぶ
り
　
始
め
自
慢
の
嫁
だ

っ
た

吾
に
の
み
焚
火
の
煙
ま
と
ひ
つ
く

寝
る
ほ
か
は
用
な
き
老
の
夜
長
か
な

冠
雪
や
阿
蘇
遠
望
の
姻
り
け
り

老
達
の
肴
少
な
目
年
忘
れ

玉
子
酒
風
邪
に
か
こ
つ
け

一
人
飲
む

豆
末
の
弾
け
と
ぶ
よ
な
冬
日
和

眠
る
町
犬
の
遠
吠
冬
の
夜
半

日
当
り
で
老
の
楽
し
み
大
根
切
る

葉
煙
草
の
収
納
ら
し
き
朝
の
声

阿
蘇
遥
か
祖
母
山
雪
を
被
て
眠
る

c,a

草 野
村 尻

鶴 誓
代 道

1非

旬

厖百司
巳:□ 因

①栃原・ねずみ戸線災害復旧工事

(工期 5/12/8～ 6/3/25)
11,400,000円  閉藤  本  組
②天神 。前原線災害復旧工事

(工期 5/12/8～ 6/3/25)
7,150,000円  圏池 田 建 設

③味鳥 。多々野線災害復旧工事

(工期 5/12/8～ 6/3/25)
6,597,000円 閣 奥 相 建 設

④色見環状線道路改良工事

(工期 5/12/22～ 6/3/25)
75,000,000円 欄草 村 企 業

珈 腑
財
闇
翻
渕
圏
鶉
菫
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国
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人
権
作
文

「地
鳴
」
か
ら

な

か

ま

を

も

と

め

て

慶

艤
鐘
麗
彗
一）

上色見小学校 4年

後藤つばさくん

平成 6年度の保育園の入園申込み (申請)を
受け付けます。入園を希望される方は、入園申

請書に家庭内状況申立書を添付のうえ申し込ん

でください。 (申請書は児童 1人 に 1枚 )

なお、受付日に申請ができなかった方は、 1

月21日 までに町役場町民福祉課福祉係に申請し

てください。

楽しい保育発表会
そ
い
し
、
ば
か
だ
け
ん
か
て
て
や

ら
ん
ぞ
」
そ
れ
と
か
、
「あ
ん
た
は
、

ぼ
く
が
す
き
じ
ゃ
な
い
け
ん
、
ぼ

く
た
ち
は
か
て
て
や
ら
ん
」
と
か
、

い
っ
て
い
ま
し
た
。

き
ょ
う
、
よ
う

こ
ち
や
ん
た
ち

が
、
が

っ
こ
う
に
あ
そ
び
に
き
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
よ
う

こ
ち
や

ん
を
だ

つ
こ
し
ま
し
た
。
よ
う

こ

ち
や
ん
が
す

こ
し
お
も
く
な

つ
て

い
ま
し
た
。

こ
ん
ど
は
、
ふ
み
こ
ち
や
ん
を

い

の

ち

の

こ

と

ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
心
を
き
ず

つ
け
て
い
る
の
と
い
っ
し
ょ
で
す
。

だ
か
ら
も
う
こ
ん
な
こ
と
は
ぜ

っ

た
い
や
め
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な

に
な
か
ま
は
ず
れ
と
か
に
さ
れ
た

り
す
る
と
い
や
だ
か
ら
、
ぜ

つ
た

い
に
人
の
心
を
き
ず
つ
け
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

だ

つ
こ
し
て
お
ろ
し
た
ら
、
ふ
み

こ
ち

や
ん
は
、
わ
た
し
の
お
な
か

の
と

こ
ろ
ま
で
大
き
く
な

っ
て
い

ま
し
た
。
み
ん
な
も
小
さ

い
と
き

が
あ

つ
た
と
お
も

い
ま
し
た
。

い

の
ち
を
も

っ
て
い
る
と
お
も

い
ま

し
た
。

い
の
ち

の
べ
ん
き
よ
う
を
し
た

と
き
、
み
ん
な
お
な
じ

い
の
ち
を

も

っ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
と
な

か
よ
く
し
よ
う
と
き
め
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
や
お
と
う
さ
ん
の
い

の
ち
も
だ

い
じ
だ
と
お
も

い
ま
し

た
。

●   ●

●   ●

草部南部小学校 2年

工藤はなえさん

1月 10日は 110番の日
昭和29年、全国的 |こ統一された110番通報制度も、い誅では

すつかり警察の代名詞として定着しています。その内容も、

ドロボウ、酔つばらい、けんか、迷子、交通事故など幅広 <、

年間通報件数は、平成 4年中で約486万件を数え誅した。
110番通報制度の最大の目的は、一亥」も早<警察活動を開始

すること|こあります。これは、事件が発生した場合、警察官

が現場へ到着するまでの時間が短ければ短いほど、犯人の検

挙率が高<なるからです。素早い110番通報 |こより、事件を早
期 |こ解決し、志た、未然 |こ防ぐことができるわけです。

110番通報を受けた警察本部や警察署では、通報された万 1こ

対して「どんな事件 (事故)が、いつ、どこで起きたのか、
犯人はどちら|こ逃げたのか」などを、専門の警察官があ聞き

しますので、落ち着いて正確 |こあ答え<ださい。事件・事故
のない、安心できる社会を築<ため、ご協力をお願いします。

′

み
ん
な

のひ
３
ば

の

広報係へ ご連 絡 下 さい

1,21111

保育園ヘ
入園できるのは
児童の家庭が、次のいずれ

かに該当する場合です。

なお、該当しても、その家

庭の母親以外の人が児童の保

育ができる場合は除かれます。

①母親が家庭の外で働いている場合

②母親が家庭で日常の家事以外の仕事をしている場合

③母親が出産前後であったり病気や心身に障害があっ

たりするため、児童の保育ができない場合

※出産の場合は、産前 (6週間)産後 (8週 間)の

入園となります。

④家庭に病人や心身に障害のある人がいて、母親がそ

の看護に当たっている場合

⑤火災や風水害、地震などで家を失ったり、家が破損

しているため、その復旧期間保育ができない場合

保育園入園申請受付日程

受 付 会 場
| ‐| | | | | ‐| | ‐| ‐
| | | | | | ‐
| | | | | | ‐‐|

受付 日 受 付 時 間 該当保育園

林業総合センター 1月 12日 9:30^ヤ 16:00 高森保育園

林業総合センター 1月 13日 9:30～ 16:00
高森、
色見保育園

草 部 出 張 所 1月 14日 9:30^-12:00 草部保育園

草 北 保 育 園 1月 14日 14:30ヽ  16:30 草北保育園

野 尻 出 張 所 1月 17日 10:00^´ 12:00 野尻保育園

河 原 保 育 園 1月 17日 14130～ 16:30 河原保育園

エ
ア
ロ
ン
君
は
、
モ
ン
タ
ナ

と
カ
ナ
ダ
の
国
境
近
く
に
住
む

高
校
生
だ
。
彼
は
去
年
の
夏
、

熊
本
県
の
交
換
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

の

一
人
と
し
て
二
週
間
熊
本
市

に
滞
在
し
た
。
そ
れ
が
き

っ
か

け
で
友
達
に
な

っ
た
私
達
は
、

今
年
の
八
月
モ
ン
タ
ナ
で
再
会

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

彼
の
家
は
農
家
で
小
麦
を
作

つ
て
い
る
。
九
月
が
丁
度
収
穫

の
時
期
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

私
達
を
彼
の
家
に
招
待
し
て
く

れ
た
。
今
年
は
、
例
年
よ
り
も

雨
が
多
く
、
私
達
が
訪
問
し
た

の
は
十
月
に
入

っ
て
す
ぐ
の
上

曜
日
だ

っ
た
。

彼
の
住
ん
で
い
る
オ
イ
ル
モ

ン
ト
は
、
名
前
の
通
り
石
油
の

取
れ
る
所
で
あ
る
。
草
原
の
あ

ち
こ
ち
に
油
井
が
あ
り
、
ポ

ン

プ
が
上
下
に
ゆ

っ
く
り
動
い
て

い
る
。
そ
し
て
、
地
平
線
彼
方

ま
で
広
が
る
小
麦
畑
で
あ
る
。

彼
の
家
は
、
こ
の
地
域
で
は

後

藤

正

三

平
均
的
農
家
だ
そ
う
だ
。
耕
作

面
積
が
四
千
エ
ー
カ
ー

（千
六

百
衿
）
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
穀
物
倉
庫
が
六
棟
、
小
学

校
の
体
育
館
程
も
あ
る
倉
庫
が

二
棟
あ
る
。

一
台
で
十
万
ド
ル
す
る
コ
ン

バ
イ
ン
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
種
蒔

機
等
が
あ
り
、
家
の
中
に
は
パ

ソ
コ
ン
、
コ
ピ
ー
機
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
六
十
マ
イ
ル
は
電
波
が
届
く

無
線
機
と
、
ほ
と
ん
ど
企
業
と

い
っ
た
趣
で
あ
る
。

し
か
し
、
普
段
農
業
を
す
る

の
は
父
親
の
テ
リ
ー
さ
ん

一
人

で
、
母
親
の
コ
ニ
ー
さ
ん
は
郵

便
局
で
働
い
て
い
る
。

収
穫
の
時
は
、
近
所
の
人
々

や
親
戚
み
ん
な
で
短
期
間
に
終

わ
ら
せ
る
。
こ
の
時
期
、
父
テ

リ
ー
さ
ん
は
朝
六
時
か
ら
夜
十

一
時
ま
で
小
麦
畑
で
働
い
て
い

る
。
小
麦
を
自
宅
の
倉
庫
に
移

す
作
業
を

一
日
中
繰
り
返
し
て

い
る
。
　

　

（次
号

へ
続
く
）

モ
ン
タ
ナ
便
り

フ

ロ
ン
テ

イ
ア

ロ
ロ
国
軌
ｙ
日

ス
ピ
リ
ッ
ト
　
０

″τ
索
者

(12)(5)

書
Ｅ

辱
聰褥

ぼ
く
は
、
な
か
ま
を
も
と
め
て

の
勉
強
を
し
て
わ
か

っ
た
こ
と
が

い
つ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
に
山
崎
さ
ん
を
入
れ
な
か

っ
た

の
で
、
有
光
さ
ん
を
、
こ
わ
そ
う

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
、
よ
し
子
さ
ん
が
、
「り
さ
さ
ん

は
、
山
崎
さ
ん
を
か
て
ん
か

っ
た

と
ね
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ぼ

く
よ
り
も
ゆ
う
き
が
あ
る
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
有
光
さ
ん
み
た
い
に

人
を
か
て
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
「お
ま
え
は
走
る

の
が
お

孝:“cOoaa
ra

▼三■



今年は、自分の悪いところを

直して、何 |こでも一生懸命頑張

りたい。

上
色
見

・
西
中
原

徳
丸
　
和
香
佛
ゃ
①

今年もマイベースでがんばり

讀す。年男ということを意識し

過ぎて、ケガなどしないよう|こ

したいと思います。

芹
　
口

・
古
　
畑

岡
本
　
欽
也
さ
ん
∞

もう一度自分を見つめ直し、

今年だけでな<、 これがらの人

生を一生懸命歩んでいきたい。

高
　
森

。
上
　
在

中
川
雄

一
朗
さ
ん
の

毎日、酒を3含は飲みます。
これが、私の健康の秘訣だと思

つてい讀す。今年も、うまい酒

が飲めるよう健康を維持したい。

松
木
　
　
劃

』・司
　
　
　
曝
さ
ん
８３

憎

森

・
昭

和

φ

昨年は、景気が非常 |こ悪かつ

たので、今年は、年男で不況 |こ

負けないよう|こ、頑張つていき

たい。

徳
丸
　
昭
雄
さ
ん
じ

高
　
森

・

森

バスケットをしているので、

部活と勉強|こ頑張りたい。

山 んち
や

(11)

高
　
森

・
村

田
上

カロ
ノ
=冽
「

昨年は、身近な人 |こ病気が多

かつたので、今年は、家族を含

め全員が健康でありたい。

尾
　
下

・
牧
　
戸

首
藤
須
美
子
さ
ん
ω

年
男

年
女

参年は自筆
高
森
中
卒
業
生
が

餅
つ
き
慰
間

●

平
成
六
年
は
成
年
で
す
。
犬
は
、
家
畜
の
中
で
も

最
も
人
間
と
古
い
付
き
合
い
を
し
て
い
る
動
物
だ
と

い
わ
れ
て
い
志
す
。

本
町
の
成
年
生
れ
の
方
は
約
六
百
人
。
△フ
年
は
、

十
八
人
の
代
表
の
年
男
、
年
女
の
方
々
に
登
場
し
て

も
ら
い
、
そ
ね
ぞ
れ
の
夢
と
希
望
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
さ
て
、
年
男
、
年
女
に
限
ら
ず
、
み
な
さ

ん
の
今
年
の
夢
は
何
で
し
よ
う
か
。

●

そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
希
望

愛
称
名

「
お
あ
る
り
し
じ
み
」
号

南
阿
蘇
鉄
道
の
新
型
車
両
購
入
に
よ
る
安

全
祈
願
が
十
二
月
六
日
、
高
森
駅
構
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
車
両
は
、
こ
れ
ま
で
の
レ
ー
ル
バ
ス
と

は
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
、
全
体
が
シ
ル
バ
ー

ホ
ワ
イ
ト
色
。
前
後
部
が
流
線
型
に
な

っ
て

お
り
、
黒
枠
窓
、
二
条
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

に
五
岳
が
水
に
映
る
影
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
台
車
は
二
軸
駆
動
の
空
気
バ
ネ
を

使
用
し
、
二
五
〇
馬
力
の
乗
り
心
地
の
感
じ

南
阿
蘇
鉄
道
に
新
車
両
が
登
場

餅つきをする紫峰会のみなさん

前後部が流線型になった新車両

●

●   ●

特賞のマスコットデザインと審査風景 (右下)

町
の
マ
ス
コ
ツ
ト
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

マ
ス
コ
ッ
ト
（イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

デ
ザ
イ
ン
の
審
査
会
が
、
こ
の
程
町
役
場
で

行
わ
れ
、
岩
手
県
盛
岡
市
か
ら
応
募
さ
れ
た

柏
木
勇
三
さ
ん
の
作
品
が
特
賞
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
町
づ
く
り
や
観
光
Ｐ
Ｒ
の
シ
ン
ボ

ル
に
と

町
が
募
集
し
て
い
た
も
の
で
、
全
国
か
ら
五

百
四
人

（六
百
二
十

一
点
）
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

審
査
会
は
、
特
別
審
査
員
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
友
枝
雄
策
先
生
を
迎
え
、
今
村
町
長
を
審

査
委
員
長
に
十
五
人
で
行
わ
れ
、
シ
ン
プ
ル

で
楽
し
く
分
か
り
や
す
い
こ
と
を
ポ
イ
ン
ト

に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
特
賞

一

点
、
入
選
四
点
、
町
長
賞
な
ど
の
特
別
賞
三

点
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

特
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
「野
の
花
と
風

薫
る
郷
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
「高
森
町
」
の
頭

文
字

「
ｔ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
根
子
岳
と
ひ
め

ゆ
り
の
形
を
デ
ザ
イ
ン
。
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
文
化
の
町
づ
く
り
を
通
し
、
更
に
発
展

・
飛
躍
す
る
姿
を
現
し
て
い
ま
す
。

特
賞
に
な

っ
た
作
品
は
、
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

を
ア
ツ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
新
車
両
は
お
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
団
体
輸
送
や
観
光
団
体

客
輸
送
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
。車
両
の
名
称
は
、
多
数
応
募
の
中
か
ら
高

森

。
上
町
の
松
田
健
司
さ
ん

（４０
）
の

「お

お
る
り
し
じ
み
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

十
二
日
に
は

「お
お
る
り
し
じ
み
号
」
の

特
別
試
乗
が
高
森

・
立
野
間
で
行
わ
れ
、
約

百
十
人
の
乗
客
が
新
車
両
の
乗
り
心
地
を
楽

し
み
ま
し
た
。

―

一
７

(6)(11)

魃
高
森
中
学
校
の
昭
和
二
十
九
年

卒
業
生
が
十
二
月
五
日
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
を
慰
問
し

ま
し
た
。

慰
問
し
た
の
は
、
二
十
九
年
卒

業
の
同
級
生
紫
峰
会

（桐
原
利
光

会
長
十
六
人
）
の
メ
ン
バ
ー
と
そ

の
家
族
。
こ
の
日
は
、
餅

つ
き
を

し
て
慰
間
、
今
年
で
十
年
に
な
り

ま
す
。
お
年
寄
り
も
餅

つ
き
か
ら
、
餅

を
作
る
の
を
見
学
。
出
来
た
餅
は

さ

っ
そ
く
お
年
寄
り
に
配
ら
れ
、
「出

来
立
て
の
お
餅
は
、
柔
ら
か
く
て

お
い
し
い
」
と
、
喜
ん
で
食
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

闘

翻

．一甕



貶
一
鑽
一町
の
話
題

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(a②llll)

3番 目の企業早川製作所熊本工場

冬
野
の
谷
川
サ
チ
子
さ
ん

老
人
看
護
表
彰
を
受
賞

平
成
五
年
熊
本
県
老
人
看
護
表

彰
が
こ
の
程
行
わ
れ
、
高
森

・
冬

野
の
谷
川
サ
チ
子
さ
ん
が
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
が
、
長
期
に
わ
た
り
ね

た
き
り
の
老
人
介
護
を
続
け
て
い

る
人
な
ど
を
対
象
に
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
す
。

表
彰
状
は
十
二
月
八
日
、
今
村

町
長
が
谷
川
さ
ん
の
自
宅
に
出
向

き
伝
達
し
ま
し
た
。

家
庭
で
の
看
護
技
術
を
学
ぶ

家
庭
看
護
教
室
が
閉
講

家
庭
看
護
教
室
の
閉
講
式
が
十

二
月
十
五
日
、
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
在
宅
の

ね
た
き
り
老
人
の
介
護
が
増
え
て

来
る
。
そ
れ
に
備
え
て
家
庭
看
護

を
勉
強
し
よ
う
と
、
阿
蘇
保
健
所

が
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
病
人
介
護
に
つ
い
て

六
回
に
分
け
て
教
室
が
開
か
れ
、

十
五
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

郡
学
童
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
で

高
森
小
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

阿
蘇
郡
学
童
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
大

会
が
十
二
月
四
日

・
五
日
の
両
日

阿
蘇
中
部
を
主
会
場
に
開
か
れ
、

高
森
小
学
校
か
ら
出
場
し
た
男
子

六
年
生
の
部
と
女
子
の
部
で
、
み

ご
と
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
男
子
は
、　
一
回
戦
で
市
の
原
小

に
１３
１
０
と
決
勝
、
二
回
戦
以
降

も
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
で
は

強
豪
官
原
小
を
６
１
０
と
寄
せ
つ

け
ず
快
勝
、
女
子
は
、
六
年
生
の

バ
ス
ケ

ッ
ト
部
が
主
体
の
チ
ー
ム

に
か
か
わ
ら
ず
、
四
試
合
の
う
ち

失
点
は
わ
ず
か
に

一
点
と
、
快
勝

し
ま
し
た
。

進
出
企
業
二
番
目
の

森
工
業
団
地
に
建
設

め
て
い
た
、
株
式
会

川
製
作
所

（本
社

・

県
桐
生
市
）
熊
本
工

竣
工
式
が
十

一
月
二

日
、
現
地
に
関
係
者

十
人
が
出
席
し
て
行

わ
れ
操
業
を
は
じ
め
ま
し

早
川
製
作
所
が
操
業
開
始

と
呼
ば
れ
る
、
二
輪
車
の
舵
取
り

部
分
の
部
品
や
キ

ッ
ク
部
分
の
ペ

ダ
ル
等
、

一
日
約
千
百
か
ら
千
三

百
の
量
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

今村町長より伝達を受けられる谷川さん

林業総合センターで行われた閉講式

約 十 場 群 社 を
三 四 の 馬 早 進 高

工場で生産されているステア

リング・ステム(上 )と ベグル

進
出
企
業
二
番
目
の
同
社
は
、

九
千
七
百
二
十
三
平
方
＝
の
面
積

を
有
し
、
従
業
員
十
六
人
で
ス
タ

ー
ト
。
将
来
は
従
業
員
を
増
や
し

て
五
十
人
体
制
と
な
る
計
画
で
す
。

業
務
内
容
は
、
二
輪
車
の
部
品

製
造
。
ス
テ
ア
リ
ン
グ

・
ス
テ
ム

●   ●

●   ●

亀
鞣 塚
舅

アベック優勝した高森小サッカーチーム

(10)

今年も、健康を第一 |こ、自分

|こ出来るようなボランテイア活

動 |こは積極的 |こ参加し、健全な

明るい町づ<り |こ貢献したい。

上
色
見

大

村

楢
イト
野
徳
繁
さ
ん
(71)

瀬
井

達
也
く
ん
(11)

昨年は、阿蘇南部ソフトボー

ル大会で三位だつたので、今年

は、優勝できるよう勉強と一緒

|こ頑張ります。

子
中 石

フ

蓬ク
の エ
宿  さ
ん
(95)

昼と夜は自炊しているし、牛

乳は4日 3回飲むのを欠かした

事がない。これからも続けて健

康でいたい。

山 んち

菅

山

菅

■星
山
あ
ゆ
み

や

(11)

自分で英語の勉強をしている

ので頑張りたい。それ |こ料理も

もっと上手 |こなりたい。

みんな

年

品

森

上

町

エ

藤

県
滅墜
′1里

さ
ん
(23)

昨年は、体調を<ずしたこと
が多かつたので、毎日を病気せ

ず元気で頑張りたい。今年は、

仕事|こも恋愛|こも頑張ります。

田

津 上

留 ′ト
:´自
―E ヨエ
rコ

町  さ
ん
(59)

3人の孫の成長が楽しみであ

ると共 |こ、健康を維持し、後継

者の少ない林業の仕事を、より

長<続けて行きたい。

住
」旨

色 ロ

■
眩
井
光
L  六上 ん
(47)

農業はきびしい状況|こあるが、

私達が中小 |こなつて魅力あるも

の|こして、一人でも多<の後継
者を残して行きたい。

1折
rコ

Eヨ
フワ
さ
ん

(59)

足
草 ユ

部

社

倉

病気などしないよう|こ注意し

て、家庭円満、健康で楽しい年

|こしたい。

白
石
ほ
た
0
んち
や
(11)

河

原

市
野
尾

今年は、小学校生活最後の年

と、河原小学校が閉校|こなるの

で、みんなといい思い出をつ<
りたい。

長
高岡

森 _
・ 苓
旭巌
通  く
ん
(11)

ソフトボールチームをもつと

強くしたい。そのため |こは、頑

張つて練習をして強<なりたい。
勉強も頑張ります。

堀

峰
¬″
¬
「さ
ん
(36)

局

森

下

町

家族みんなの健康が―番。美

容師の仕事を前向ぎこ頑張りた

い。

(7)

會

野

尻

井

_上

′■_

成

厨摯
.´

「
″摯ヽ

′、姿陣 |ヽ ,鱒1蟻

|||

、キ

嬌

:響 iI I』麿置

た

。



西国阿蘇三十三カ所

観音霊場めぐり
い
よ
い
よ
最
終
回

二
体
の
観
音
さ
ん
と
の
出
会
い

御
堂
内
は
、
新
築
の
た
め
に
木

の
香
り
が
ぶ
―
ん
と
漂

っ
て
い
ま

し
た
。
正
面
の
二
重
の
厨
子
の
中
に
、

輪
状
の
光
背
を
持

つ
十

一
面
観
音

さ
ん
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
高

さ
は
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
が
、

そ
の
作
り
は
と
て
も
精
巧
に
で
き

て
い
ま
す
。

頭
上
で
冠
状
に
付
け
ら
れ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
顔
を
は
じ
め
、
髪
の
毛

の

一
本

一
本
、
さ
ら
に
は
波
打

つ

衣
と
と
も
に
指
先
の
爪
ま
で
忠
実

に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
顔
は
や
さ
し
さ
が
あ
ふ
れ
、

静
か
に
も
の
思
い
に
ふ
け

っ
て
い

ら

っ
し
ゃ
る
か
の
よ
う
で
す
。

材
質
は
、
全
体
的
に
黒
く
見
え

ま
す
の
で
、
お
そ
ら
く
鋳
物
の
よ

う
な
金
属
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
右
と
な
り
に
目
を
移
し

ま
す
と
、
こ
ち
ら
に
も
十

一
面
観

音
さ
ん
が
座

っ
て
い
ら

つ
し
や
い

ま
す
。
立
派
な
厨
子
の
な
か
に
、

と
て
も
ふ
く
よ
か
な
観
音
さ
ん
が

収
ま

っ
て
い
ま
す
。

全
身
が
金
色
に
塗
ら
れ
た
高
さ

約
五
十
セ
ン
チ
の
木
造
の
観
音
さ

ん
で
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
観
音

さ
ん
と
な
ん
と
な
く
雰
囲
気
が
似

て
い
ま
す
。

栃
木
区
長
の
笠
野
さ
ん
に
い
た

だ
い
た
資
料
に
は
、
本
尊
の
十

一

面
観
音
さ
ん
は
宝
永
六
年

（
一
七

〇
九
年
）
と
い
い
ま
す
か
ら
今
か

ら
二
百
八
十
四

年
前
、
高
月
長

次
郎
と
い
う
人

が
栃
木
温
泉
が

発
見
さ
れ
た
の

と
同
時
に
小
山

旅
館
に
安
置
さ

れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
の
ほ
か
、

奉
納
絵
馬
が
数

多
く
あ

っ
た
そ

う
で
す
が
、
昨
年
の
台
風
十
九
号

で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
被
害
に
あ

っ

た
そ
う
で
す
。

で
も
、
か
ろ
う
じ
て
原
形
を
と

ど
め
て
い
る
も
の
の
な
か
に
は
、

文
政
十
三
年

（
一
八
三
〇
年
）
、
天

保
十
五
年

（
一
八
四
四
年
）
、
嘉
永

五
年

（
一
八
五
二
年
）
と
い
っ
た

も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

あ
ち
こ
ち
に
歴
史
を
に
じ
ま
せ

て
い
る
栃
木
寺
を
笠
野
さ
ん
と
後

に
し
た
と
き
、
実
り
の
秋
を
迎
え

た
た
ん
ば
か
ら
は

コ
ン
バ
イ
ン
の

音
が
絶
え
間
な
く
響
い
て
い
ま
し

た
。

*

*

*

か
く
し
て
、
西
国
阿
蘇
三
十
三

カ
所
観
音
霊
場
の
十
八
番
安
楽
寺

か
ら
の
探
訪
が
終
わ

つ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
の
時
ふ
と
思

っ
た
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
観
音
さ

ん
の
前
に
、　
一
体
ど
れ
だ
け
の
人

が
立

つ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

数
多
知
れ
な
い
お
び
た
だ
し
い

人
が
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
願
い
を

観
音
さ
ん
に
託
し
続
け
た
の
で
す
。

ま
た
、
観
音
さ
ん
は
地
域
の
守

り
神
と
し
て
根
づ
き
、
愛
さ
れ
親

し
ま
れ
続
け
、
民
衆
の
心
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
永
い
歴
史
の
な
　
０

か
で
先
人
ら
が
守
り
育
て
、
私
た

ち
に
残
し
て
く
れ
た
大
い
な
る
文

化
遺
産
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
ま
だ
ま

だ
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
る
こ

と
は
現
代
人
の
責
任
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

同
じ
文
化
財
を
作
ろ
う
と
し
た

と
き
、
気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
の
流

れ
去

つ
た
時
間
が
必
要
に
な

っ
て

き
ま
す
。
探
訪
し
た
こ
と
で
、
そ

ん
な
か
く
さ
れ
た
歴
史
と
風
雪
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
是
非
と
も
お
出
か

け
に
な
り
、
ご
自
身
の
目
と
肌
で

感
じ
と

っ
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
こ
の
三
十
三
カ
所
観
音

霊
場
め
ぐ
り
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
寺
と
観
音
さ
ん
を
詠
ん
だ
ご
詠

歌
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

お
出
か
け
の
際
、
こ
ち
ら
も
参

考
に
さ
れ
ま
す
と
ま
た

一
段
と
趣

が
深
く
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

南
阿
蘇
町
村
広
報
合
同
企
画
と

し
て
登
場
し
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で

す
が
、
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま

す
。長
い
間
の
ご
愛
読
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全体的に黒 く見える11面観音さん

●   ●

●   ●

「新
年
お
め
で
と
う
」
ゃ

「お

誕
生
日
お
め
で
と
う
」
な
ど
の
「お

め
で
と
う
」
は
、
形
容
詞

「め
で

た
い
」
の
連
用
形

「め
で
た
く
」

が
変
化
し
た
言
葉
。
正
月
や
祝

い

事
が
あ
る
と
き
の
あ
い
さ

つ
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
「お
芽
出
と
う
」

は
、
あ
て
字
で
す
。

「め
で
た
い
」
は
、
好
み
愛
す

る
意
の
動
詞

「め
で
る
」
に
、
は

な
は
だ
し
い
意
の
形
容
詞

「
い
た

し
」
の
つ
い
た

「め
で
い
た
し
」

か
ら
き
た
も
の
。
喜
ば
し
い
状
態

の
と
き
に
、接
頭
語
「お
」

を

つ
け
て

「お
め
で
た

い
」
と
い
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
「お
め
で
た

い
や

つ
」
と
い
え
ば
、

ば
か
正
直
、
お
人
好
し
と
い
っ
た

マ
イ
ナ
ス

・
イ
メ
ー
ジ
に
使
わ
れ

ま
す
。
一
体
禅
師
の
作
と
伝
え
ら
れ
る

歌
に

「門
松
は
　
冥
途
の
旅
の

一

里
塚
め
で
た
く
も
あ
り
　
め
で
た

く
も
な
し
」
が
あ
り
ま
す
。
正
月

を
迎
え
る
と
み
ん
な

「お
め
で
と

う
」
と
祝
い
ま
す
が
、
考
え
て
み

れ
ば
数
え
年
が

一
つ
増
え
て
、
死

ぬ
午
齢
に

一
歩
近
づ
く
わ
け
で
す
。

「め
で
た
く
も
な
し
」
と
い
う
こ
　
９

と
も
確
か
で
し
ょ
う
。

所
有
権
の
保
存
、
移
転
、
抵
当

権
の
設
定
等
の
登
記
に
係
る
税

金
で
す
。
こ
の
う
ち
、
農
地
等

に
つ
い
て
は

一
定
の
要
件
の
も

と
に
次
の
よ
う
な
税
の
軽
減
特

例
が
あ
り
ま
す
。

①
農
業
委
員
会
の
あ

っ
せ
ん
等

に
よ
り
農
用
地
区
域
内
の
農

地
を
取
得
し
た
場
合

（千
分

の
五
十
が
千
分
の
三
十
）

②
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

の
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業

に
よ
り
農
業
振
興
地
域
内
の

農
地
を
取
得
し
た
場
合

（千

分
の
五
十
が
千
分
の
二
十
五
）

③
農
地
等
の
生
前

一
括
贈
与
を

受
け
贈
与
税
の
納
税
猶
予
の

適
用
を
受
け
た
者
が
、
当
該

農
地
等
の
所
有
権
の
移
転
登

記
等
を
す
る
場
合

（千
分
の

二
十
五
が
千
分
の
六
）

農
地
等
の
保
有
に

関
す
る
税
金

田
固
定
資
産
税

固
定
資
産
税
は
、
ご
存
じ
の

と
お
り
毎
年

一
月

一
日
現
在
の

固
定
資
産
の
所
有
者
に
対
し
、

評
価
額
の
百
分
の

一
。
四
の
税

率
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
土
地
、

建
物
の
評
価
は
、
原
則
と
し
て

三
年
ご
と
に
評
価
替
え
を
行
い
、

償
却
資
産
は
、
毎
年
の
賦
課
期

日

（
一
月

一
日
）
現
在
で
評
価

さ
れ
ま
す
。

農
地
等

の
譲
渡

に

関
す
る
税
金

田
所
得
税

所
得
税
は
総
合
課
税
制
度
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
土
地

。
建
物
等
に
係
る
譲
渡
所
得
、

退
職
所
得
、
山
林
所
得
等
と
同

様
に
分
離
課
税
と
な

っ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
税
率
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

農
地
等
の
譲
渡

（所
有
期
間

が
五
年
超
の
長
期
譲
渡
所
得
の

場
合
）
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
に

よ
る
収
入
金
額
か
ら
土
地
取
得

費
、
譲
渡
に
要
し
た
費
用
、
特

別
控
除
額
を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し

た
所
得
に
３０
％
の
税
率
を
乗
じ

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

国
税
も
同
様
に
地
方
税
と
し

て
９
％
を
乗
じ
て
課
税
さ
れ
、

特  別  控  除 控除額

農業委員会のあっせん等による農地保有合

理化等のための譲渡
800万 円

一般の長期譲渡 100万 円

(6)

農
業
委
員
会
だ
よ
り

実
質
的
に
は
３９
％
の
税
金
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険

税
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

別
途
課
せ
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
特
別
控
除
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
あ

っ
せ
ん
等

の
施
策
に
沿
つ
た
譲
渡
を
行

っ

た
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
表

の
よ
う
な
特
別
控
除
の
特
例
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

所
得

に

関
す
る
税
金

田
不
動
産
取
得
税

不
動
産
取
得
税

は
、
当
該
固
定
資

産
税
評
価
額

（適

正
な
価
格
）
の
百

分
の
四
の
税
率
で

課
税
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
農
業
委

員
会
の
あ

っ
せ
ん

事
業
、
町
の
農
業

経
営
基
盤
強
化
促

前
回
に
引
き
続
き
ま
し
て
、

農
地
の
売
買
に
伴
い
ま
す
税
金

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
今

回
は
、
農
地
の
取
得

・
保
有

・

譲
渡
に
関
す
る
税
金
で
す
。

進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
等

促
進
事
業
な
ど
、
国
の
施
策
に

よ
り
農
地
等
を
取
得
し
た
場
合

は
、　
一
定
割
合
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
例
登
録
免
許
税

登
録
免
許
税
は
、
不
動
産
の


